
 

 

 

原子力国民会議 茨城支部の開設にむけて 

－ご支援、ご協力のお願い－ 

 

ご挨拶        

－原子力国民会議の    
めざすところー                                     

 

 

 

原子力国民会議の活動の基本は、「原子力エネルギーは、正しく使えば私たちに大きな恩恵をもたら

す」という事実におかれています。また、二酸化炭素を放出しない原子力で必要なエネルギーを供給す

れば、地球環境の保護や異常気象の防止に役立つばかりでなく、国家間のエネルギー資源争奪競争が緩

和されて世界平和の維持にもつながります。安価なエネルギーを安定的に確保することによって、私た

ちの生活は快適で豊かなものになります。 

 しかし、2011 年の福島第一原子力発電所の事故によって、原子力に対する国民の信頼は失墜し、原子

力による電力供給は事故以来 8年目に入ってなお 9基が動き出したに過ぎません。私たち原子力国民会

議は、「原子力を国民の手に取り戻す」という理念の旗を掲げ、これからも原子力の正常化をめざし、

全国集会や草の根対話活動を粘り強く実践してゆきます。さらに、エネルギー問題や地球環境問題は日

本だけでなく人類共通の課題であるとの認識に立ち、その問題解決の有効な手段として“原子力は必要

不可欠なエネルギー源である”と強く主張してゆきます。 

具体的には、ベースロード電源を原子力が担い、昼夜の需要差を自然エネルギーと化石燃料が担うと

いう自然エネルギーと原子力のベストミックスを提案しています。これにより、日本の悲願であるエネ

ルギー自給率の向上が促進され、二酸化炭素の排出が抑制されて地球環境の維持に貢献できます。同時

に、二酸化炭素排出量に関する国際的な約束を果たせることになります。この理念と提案を今後も全国

規模で展開してゆきたいと思います。それには、活動の輪を全国に拡げる拠点と活動を担う有志グルー

プの存在が欠かせません。 

私たち原子力国民会議は、原子力発祥の地である茨城県にあって熱い思いを共有する同志・有志と手

を携え、“原子の火を大きくする活動”を拡げようと決意し、原子力国民会議茨城支部を立ち上げま 

す。私たち国民の未来のために、原子力を国民の手に取り戻し地球環境の維持と三感社会（安心、豊か

さ、快適さ）を実現する活動を展開してゆきます。 

 貴台におかれましては、私たちのめざすところをご理解のうえ、原子力国民会議の個人会員（正会員）、

賛助会員（法人会員）としてご支援・ご協力を賜りますよう、衷心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 一般社団法人原子力国民会議 

URL：http://www.kokumin.org/ 

【茨城支部】 

〒311-1301 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町１８７０ 

 

TEL:029-267-0118  FAX:029-267-2676  

E-mail：nnc-ibaraki@kokumin.org  

 

【東京本部】 

〒110-0008 東京都台東区池之端２－７－１７  

井門池之端ビル 10 階 

TEL:03-5809-0085  FAX:03-5814-6705 

E-mail：nnc@kokumin.org 

 

代表理事 宮 健三 

(東京大学名誉教授) 

茨城支部代表 田山東湖 

(前茨城県議会議員) 

 



 

 

－私たちは、原子力の正常化をこうして実現します－ 

 

１．原子力国民会議本部のもとに茨城支部を設置します 

茨城県における活動の中心として事務局を大洗町に設置し、各地域の活動を支援します。 

対話集会・勉強会・講演会などを充実したものにするために、専門家によるサポートを実施します。 

一方、本部（東京）との連携により、全国集会への参加や、原子力に関わる問題への提言（ロビー

活動）に協力していきます。 

 

２．草の根対話集会・勉強会を開催し、原子力などに関する正しい知識の普及に努めます 

原子力の正常化に向けた集会活動の企画や運営を実施します。具体的には、各拠点やグループごと

の小規模な集会や講演会などを開催し、参加者の疑問などに耳を傾け、その一つ一つに丁寧に応え、

原子力などに対する誤解を払拭し、正しい理解を深める活動を行います。 

 

３．「原子力発祥の地」の“原子力再興”をめざした活動に取り組みます 

現在、日本原子力研究開発機構をはじめ県内における原子力研究や原子力事業が停滞しています。

原子力を支えてきた人材は年々少なくなり、老朽化した原子力施設を抱えています。日本初の商業用

発電所に次ぐ東海第二発電所は国の安全審査に合格したものの未だ停止状態にあります。 

現状の原子力衰退の流れを断ち、再び“原子の火を大きくする活動”を展開します。具体的には、

原子力利用の原点に立ち返り、原子力人材の育成、県内の発電所や高速実験炉・安全研究炉・高温ガ

ス炉の活用、材料試験炉などの後継炉、更には、次世代炉の研究などの課題の解決を応援します。 

 

４．賛同者・ボランティアを募集します 

茨城支部では、原子力国民会議の活動と理念に賛同し、一緒に活動して頂けるボランティアを常時

募集します。 

まずは、「入会申込書」により、原子力国民会議の会員にご加入して頂き、活動にご協力頂ける場合

は、必要事項をご記入の上、同申込書に記載の<申込先>にお申込み願います。 

 

 

【原子力国民会議茨城支部発起人】 

発起人代表  

田山 東湖（前茨城県議会議員） 

発起人（五十音順） 

 飯島 一敬（一般社団法人原子力国民会議理事）、竹内 宣博（株式会社千代田テクノル顧問）、 

中村 保雄（前検査開発株式会社取締役大洗事務所長）、廣井 博（日本原子力研究開発機構 OB会会長）、 

深谷 恒美（AEC ハイテクサービス株式会社取締役） 

 

【申込書の問合わせ先】 

 一般社団法人原子力国民会議茨城支部 

〒311-1301 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町１８７０ 

携帯：090-5326-0273（深谷） 携帯：090-2737-8989（飯島） FAX：029-267-2676    

E-mail：nnc-ibaraki@kokumin.org 


